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令和５年度 第３回 沖縄県がん診療連携協議会議事要旨 
 

日  時  令和５年１１月１０日（金） １４：００～１６：５０ 

場  所  管理棟３階大会議室 

構 成 員  ３６名（出席者２８名） 

（出席者） 

 １号委員（琉大病院長）           大屋 祐輔 

 ２号委員（県立中部病院長）           玉城 和光（代理出席：天願 俊穂） 
  ３号委員（北部地区医師会病院長）         諸喜田 林 
４号委員（沖縄県医師会長） 安里 哲好（代理出席：玉城 研太郎） 

 ５号委員（沖縄県歯科医師会長） 米須 敦子（代理出席：金子 智之） 

 ６号委員（沖縄県薬剤師会長） 前濱 朋子 

１０号委員（琉大がんセンター長） 増田 昌人 

１１号委員（琉大がんセンター運営委員会委員長） 鈴木 幹男 

１２号委員（琉大医療福祉支援センター長） 平田 哲生（代理出席：有賀 拓郎） 

１３号委員（琉大薬剤部長） 中村 克徳 

１４号委員（琉大看護部長） 眞栄城 智子 

１５号委員（琉大事務部長） 加藤 善一 

１６号委員（県立中部病院副院長） 本仲 寛美（代理出席：吉田 幸生） 

（那覇市立病院副院長） 宮里 浩 （代理出席：友利 寛文） 

（那覇市立病院がん看護専門看護師） 東恩納 貴子 

１７号委員（県立宮古病院外科部長）         西原 政好 

（県立八重山病院外科医師）        松村 敏信 

（県立八重山病院副院長） 石田 浩子 

（北部地区医師会病院副院長兼看護部長）  柴山 順子 

（北部地区医師会病院副看護部長）     上地 佳代 

１８号委員（NPO乳がん患者の会 ぴんく・ぱんさぁ代表） 与儀 淑恵 

（やいまゆんたく会(八重山のがん患者を支援する会)会長） 田盛 亜紀子 

（サバイバーナースの会「ピアナース」代表） 上原 弘美 

（パンキャンジャパン沖縄アフィリエート） 島袋 百代 

１９号委員（一般社団法人ｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾈｸｻｽ理事長） 天野 慎介 

（国際医療福祉大学大学院教授）         埴岡 健一 

２０号委員（琉大病院病理部長） 和田 直樹 

（県立中部病院放射線科副部長）      戸板 孝文 

（欠席者） 

 ２号委員（那覇市立病院長） 外間 浩 

３号委員（県立宮古病院長）            岸本 信三 

（県立八重山病院長）           和氣 亨 
 ７号委員（沖縄県看護協会長）           平良 孝美 
９号委員（沖縄県保健医療部長）          糸数 公 

１６号委員（県立中部病院血液腫瘍内科部長）    朝倉 義崇 
１７号委員（県立宮古病院副院長）          新崎 博美 
１９号委員（琉球新報取締役編集局長）        島 洋子 
      
（陪席者） 
離島へき地部会                  赤松 道成 

沖縄県保健医療部健康長寿課            新垣 真太郎 

 

(以下、Zoom傍聴申込) 

ハートライフ病院 
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資料確認等 

 

１． 令和５年度第３回沖縄県がん診療連携協議会幹事会議事要旨(10月2日開催)  

２．令和５年度第２回沖縄県がん診療連携協議会議事要旨(8月4日開催) 

３．令和５年度第２回沖縄県がん診療連携協議会議事録(8月4日開催) 

４．協議会・幹事会・部会委員について 

５. 令和５年度の協議会・幹事会の開催の日時について 

増田委員から資料及び議事要旨等について確認があった。 
 

有識者報告事項 

 

１．埴岡委員報告 

埴岡委員から資料６に基づき、第８次保健医療計画策定におけるロジックモデルの活用の状況に

ついて報告があった。 

 

（主な質疑応答） 

Q.上原委員：前回の協議会で、第4次沖縄県がん対策推進計画の当協議会案が協議されたが、そ

の後の沖縄県の進捗状況が分かれば教えて欲しい。 

A.大屋議長：現在、パブリックコメントをしているため、HPをご確認頂き、気になる点があればコメント

していただきたい。 

        

２．天野委員報告 

天野委員から資料７に基づき、がん患者学会及び臨床腫瘍学会について報告があった。 

 

 

審議事項 
 

１．第２回医療者調査について  

増田委員から資料 8に基づき、第 2回沖縄県がん医療に関する医療者調査の基本方針につい

て説明があった。 

 

（主な質疑応答） 

Q.戸板委員：調査対象者が医師、看護師、薬剤師、医療ソーシャルワーカーと多職種に及ぶ

が、放射線治療の適応判断など、職種によっては回答が難しい質問があるが集

計の際、考慮されたりするのか。  

A.増田委員：まだ具体的には決まってないが、職種ごとに振り分けて部分解析をするか、も

しくは職種ごとに回答する項目を指定するか等方法を検討している。 

Q.玉城先生：調査に対する回答について、重要なのは客観評価だが、主観が入ってきてしま

うのではないか。 

A.増田委員：なるべく客観評価で評価をしたいが、医療の質をどうやってはかるかについて

は難しいところがある。全ての医療行為を段階的に一つ一つ見ていくのは現実

的に難しいため、それぞれの分野に関して標準治療は出来ているのが当然だろ

うとみなしている。 

 Q.玉城先生：全てをみるのは難しいが、いくつかの項目に絞って、標準治療に合致している

かを確認すれば、信憑性の高いデータが出てくるのではないか。 

  A.増田委員：現在は不十分ではあるが、DPCのファイルを使用し、院内がん登録と連携するこ

とにより機械的に測定できる。そのうえでカルテを確認し、出来てないものだ

けを測定することが日本で唯一行っていることである。 

Q.戸板委員：診療科によっては、がん患者と接しない部署もあるので、どの診療科に所属している

かの質問があった方がいいのではないか。 

A.増田委員：今年一年間がん患者の治療をしていたか等の質問を含めてまだ討議中である。12 月

初めには質問用紙をご確認していただけるよう進めている。 

 

 増田委員から、資料をご確認頂き、1週間を目途にご意見を頂きたいとの発言があった。 
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２．今年度の協議会活動の重点事項の進捗について  

 増田委員から資料 9に基づき、今年度の協議会活動の重点事項について説明があった。 

埴岡委員から、がん死亡率について、男性だけでなく女性も下位に下がってきており、個別

のがん種の死亡率も悪くなっているため、5番目の項目にある精検受診率の向上に力をいれて

いただきたい旨の発言があった。  

 

３．「沖縄県がん対策・評価指標データセット」公開について 

 増田委員から資料 10 に基づき、「がん対策地域別データ集（がん診療連携協議会版）」の公

開について説明があった。 

  
（主な質疑応答） 

Q.有賀先生：コピーライトについて、英字論文も考慮して、日本語だけでなく英語の表記も指定した

方がいいのではないか。 

A.増田委員：わかりました。  

 

 
報告事項 

 

１. 沖縄県がん診療連携協議会の主催、共催、後援名義の使用承諾に関する内規の改訂につ

いて 

増田委員から資料11に基づき、沖縄県がん診療連携協議会の主催、共催、後援名義の使 

用承諾に関する内規の改訂について報告があった。 

 

２. 幹事会資料の事前公開について 

増田委員から資料12に基づき、幹事会資料の事前公開について報告があった。 

幹事会で使用する資料の公開については、事前公開なし、幹事会後に一部公開制限をす 

ることができるようにする。 

  議事録、議事要旨の公開については、これまで通り、議事要旨は公開し、議事録は作成

しないこととした。 

 

３. 患者会よりの報告 

（1）田盛委員報告 

田盛委員から資料13-1に基づき、やいまゆんたく会（八重山のがん患者を支援する会）の

活動について報告があった。 

 

（2）与儀委員報告 

  与儀委員から資料13-2に基づき、NPO乳がん患者の会ぴんく・ぱんさぁの活動について報

告があった。 

 

４.各拠点病院が取り組もうとしているがん対策について（7月～9月の進捗状況） 

 資料14に基づき、増田委員、柴山委員、天願委員、東恩納委員、西原委員、松村委員から

各拠点病院が取り組む予定のがん対策について報告があった。埴岡委員から取り組む予定の

がん対策の項目について、対応するロジックモデルと連携させるといいのではとの発言があ

った。 

 

５.アピアランス支援モデル事業について 

 増田委員から資料15に基づき、アピアランス支援モデル事業について報告があった。 

 

６. 大腸がん死激減プロジェクト連絡会議について 

 増田委員から資料16に基づき、大腸がん死激減プロジェクトについて報告があった。 

 

７. 沖縄県がん患者等支援事業の活動報告 

 増田委員から資料17に基づき、沖縄県がん患者等支援事業について報告があった。 
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８. 沖縄県地域統括相談支援センターの活動報告について 

 増田委員から資料18に基づき、沖縄県地域統括相談支援センターの活動について報告があ

った。 

  

９. 厚生労働省におけるがん関連審議会及び各種会議 

(1) 第２４回厚生科学審議会がん登録部会オンライン開催 

(2) 第３９回がん検診のあり方に関する検討会 

(3) 第１３回今後のがん研究のあり方に関する有識者会議 

 (4) 第１４回今後のがん研究のあり方に関する有識者会議 

 (5) 第１５回今後のがん研究のあり方に関する有識者会議 

 増田委員から資料19に基づき、上記各種会議について報告があった。 

 

部会報告事項 

１. 医療部会 

有賀副部会長から資料20に基づき、医療部会の活動・取組状況について報告があった。 

 

２. 緩和ケア・在宅医療部会 

増田委員から資料21に基づき、緩和ケア・在宅医療部会の活動・取組状況について報告が

あった。 

 

３.小児・AYA部会 

 増田委員から資料22に基づき、小児・AYA部会の活動・取組状況について報告があった。 

 

４.離島・へき地部会 

 赤松部会長から資料23に基づき、離島・へき地部会の活動・取組状況について報告があっ

た。 

 

５.情報提供・相談支援部会 

 増田委員から資料24に基づき、情報提供・相談支援部会の活動・取組状況について報告が

あった。 

 

６.ベンチマーク部会 

 増田部会長から資料25に基づき、ベンチマーク部会の活動・取組状況について報告があっ

た。 

 

 

                                       以上 




